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（
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二
〇
〇
八
・
十
二
・
五 

 
 
 
 
 
 

日
本
共
産
党
埼
玉
県
委
員
会 

派
遣
社
員
や
期
間
社
員
、
中
小
企
業
が
、
安
心
し
て
年
末
年
始
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、 

大
企
業
は
社
会
的
責
任
を
果
た
せ
！
麻
生
内
閣
は
政
治
的
責
任
を
果
た
せ
！ 

 
 

ご
近
所
の
み
な
さ
ん
、
日
本
共
産
党
で
す
。 

 

年
末
年
始
を
控
え
て
、
ア
メ
リ
カ
発
の
「
金
融
危
機
」
に
端
を
発
し
た
、
景
気
の
悪
化
が
、
深
刻
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。 

 

仕
事
や
資
金
繰
り
な
ど
で
、
お
困
り
の
方
、
不
当
な
め
に
あ
っ
て
い
る
方
は
、
い
ま
せ
ん
か
。 

 

お
近
く
の
日
本
共
産
党
議
員
や
支
部
に
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
埼
玉
県
労
働
組
合
連
合
会
・

埼
労
連
も
、
労
働
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
力
を
合
わ
せ
て
、
問
題
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
解
決
し
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

み
な
さ
ん
。 

 

ト
ヨ
タ
自
動
車
が
七
八
〇
〇
人
、
日
産
一
五
〇
〇
人
、
い
す
ゞ
一
四
〇
〇
人
な
ど
、
大
企
業
が
、
次
々
と
、

派
遣
社
員
や
期
間
社
員
な
ど
の
、
大
量
「
首
切
り
」
を
始
め
た
の
は
、
大
問
題
で
す
。 

そ
の
数
は
、
厚
生
労
働
省
が
つ
か
ん
で
い
る
だ
け
で
も
、
来
年
三
月
ま
で
に
、
約
三
万
人
。
実
際
に
は
、

数
十
万
人
規
模
で
す
。 

 

埼
玉
県
内
で
も
、
本
田
技
研
で
五
四
〇
人
、
曙
（
あ
け
ぼ
の
）
ブ
レ
ー
キ
で
五
〇
〇
人
、
日
産
デ
ィ
ー
ゼ

ル
で
二
〇
〇
人
な
ど
、
「
非
正
規
」
労
働
者
の
「
使
い
捨
て
」
が
強
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

景
気
の
良
い
と
き
に
は
、
安
く
こ
き
使
っ
て
、
大
も
う
け
を
あ
げ
て
お
き
な
が
ら
、
景
気
が
悪
く
な
っ
た

か
ら
と
、
労
働
者
を
寒
空
（
さ
む
ぞ
ら
）
に
放
り
出
す
な
ど
、
絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。 

 

日
本
共
産
党
埼
玉
県
委
員
会
は
、
塩
川
鉄
也
衆
議
院
議
員
を
責
任
者
に
、
緊
急
雇
用
対
策
委
員
会
を
つ
く

っ
て
、
雇
用
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
総
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

 

み
な
さ
ん
。 

 

大
企
業
は
、
数
十
億
円
と
か
、
数
百
億
円
、
数
千
億
円
も
の
利
益
を
あ
げ
て
、
株
主
へ
の
配
当
は
、
確
実

に
確
保
し
て
い
ま
す
。
「
首
切
り
」
を
し
な
け
れ
ば
、
つ
ぶ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

た
と
え
ば
本
田
技
研
で
は
、
〇
八
年
、
一
株
（
ひ
と
か
ぶ
）
二
十
二
円
の
配
当
を
決
め
て
、
約
四
百
億
円

を
計
上
。
曙
ブ
レ
ー
キ
で
は
、
約
一
億
千
株
に
十
円
の
配
当
で
、
十
一
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。 

株
主
へ
の
配
当
の
、
二
円
と
か
三
円
と
か
を
、
ま
わ
す
だ
け
で
も
、
数
百
人
か
ら
数
千
人
の
非
正
規
労
働

者
の
、
雇
用
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

雇
用
の
安
定
こ
そ
、
最
大
の
景
気
対
策
で
す
。 

日
本
共
産
党
は
大
企
業
と
派
遣
会
社
が
、「
首
切
り
」
を
撤
回
し
て
、
社
会
的
な
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
、

強
く
要
求
し
ま
す
。 

そ
の
上
で
、
少
な
く
と
も
、
①
次
の
仕
事
先
が
決
ま
る
ま
で
、
寮
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、

②
三
ヶ
月
分
以
上
の
賃
金
と
、
帰
省
の
た
め
の
費
用
を
、
す
べ
て
の
解
雇
者
に
支
給
す
る
こ
と
、
③
解
雇
に

同
意
で
き
な
い
場
合
、
誠
意
を
も
っ
て
話
し
合
い
に
応
じ
る
こ
と
、
④
再
就
職
に
つ
い
て
、
最
後
ま
で
め
ん

ど
う
を
み
る
こ
と
、
⑤
三
年
を
超
え
て
働
い
て
も
ら
っ
た
、
派
遣
社
員
に
つ
い
て
は
、
直
接
雇
用
に
し
、
期

間
社
員
に
つ
い
て
は
、
正
社
員
に
す
る
こ
と
を
、
要
求
し
ま
す
。 

人
間
的
な
、
暖
か
い
連
帯
の
力
を
発
揮
し
て
、
年
末
年
始
を
す
ご
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
み
な
さ
ん
。 

財
界
・
大
企
業
い
い
な
り
に
、
派
遣
労
働
を
増
や
し
、
規
制
緩
和
を
進
め
た
、
政
治
の
責
任
は
重
大
で
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
麻
生
首
相
に
対
し
て
、
四
日
、
「
年
の
瀬
を
迎
え
、
雇
用
と
中
小
企
業
を
守
る
緊
急
対

策
」
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

雇
用
保
険
の
失
業
給
付
の
改
善
や
、
六
兆
円
に
も
の
ぼ
る
積
立
金
の
活
用
な
ど
、
政
府
と
し
て
の
失
業
対

策
を
、
抜
本
的
に
広
げ
、
強
め
る
べ
き
で
す
。
大
銀
行
に
、
貸
し
渋
り
・
貸
し
は
が
し
を
や
め
さ
せ
、
国
と

自
治
体
で
、
中
小
企
業
向
け
仕
事
起
こ
し
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
が
、
緊
急
に
必
要
で
す
。 

年
末
・
年
始
を
、
路
頭
に
迷
う
人
が
い
な
い
よ
う
に
、
頑
張
る
決
意
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


